An Acoustic Phonetic Study of Vowel Harmony in the Solon by 佐藤, 健太郎 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 3 号 (2007) 
 
 - 139 - 
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0. はじめに 
 本研究では，ツングース諸語の 1 つであるソロン語1の母音体系および母音調和がどのよ
うな仕組みになっているのかを，これまでされることがなかった音声学，特に音響音声学
的側面から分析する．また，これまでの研究で主張されてきた母音調和体系に関しても，
改めて検討を加えることを目的とする． 
 なお，本稿では英語文献の日本語訳はすべて筆者による． 
 
1. 先行研究 
1.1. ソロン語の音韻体系についての先行研究 
 ソロン語の音韻体系に関する記述としては，津曲（1989），池上（2001），Kazama（2003），
朝克（2003）などがある．ここでは紙面の都合上，それぞれが設定しているソロン語の音
韻体系，特に本研究と直接関わりを持つ母音音素についてのそれぞれの記述をまとめて概
観する．それぞれをまとめたものが表 1 である． 
 
表 1 先行研究における母音音素体系 
 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 
津曲（1989） C, Q, W , 2,  K, G 
池上（2001） C, Q, W, C, Q, W , 2, , , 2,  K, G, , G 
Kazama（2003） +, C, o, 7, G, GG K, , 2, W, （なし） 
朝克（2003） C, CC, Q, QQ, W, WW , , 2, 22, ,  K, KK, G, GG 
 全体の中で特に他とは異なる分類をしているのが Kazama（2003）で，他の研究者がいわ
ゆる中性母音として分類しているⅢ類を認めておらず，K系列は+，KとしてそれぞれⅠ類，
Ⅱ類に振り分け，G系列はⅠ類へと分類している．結果的に，現在のソロン語の母音体系
に関する記述はおおよその点で Kazama（2003）とそれ以外に二分していると言えよう． 
 
1.1.1. 母音音素の音質 
 それぞれの母音音素の音質についての記述があるのは朝克（2003）のみであった．Kazama
（2003）については，風間伸次郎氏により直接解説を頂いた．ここでは両者が主張する各
母音の音質について見ていく． 
                                                        
1 ソロン語はアルタイ諸言語のひとつであるツングース諸語に属する．主な話者は中国の内蒙古自治区呼倫貝爾（ホロ
ンバイル）盟などに分布し，中国で鄂温克（エウェンキ）族と呼ばれる人たちの人口は 26,315 人（1994 年の統計）であ
る．ソロン語は「形態的には，接尾辞，語尾の付加による膠着的構造を示す．格の種類はかなり多い方であり，満州語・
女真語以外のツングース語には見られない属格をも備えている．統語的には SOV 型である．（津曲（1989））」とされて
いる．また，ソロン語は文字を持たない． 
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1.1.1.1. Kazama（2003） 
 Kazama（2003）の設定する母音音素に関して，私信によれば，K=K?，=?，2=Q?，W=W?，
+=+?，C=C?，Q=n?，7=7?，G=G~'?がそれぞれ IPA 表記で当てられるという．  
 以上に加えて，これも私信によるが，①2/はあまりに出現例が少なく議論の余地がある，
②Gはおそらく長母音に限られ，歴史的に連母音（CKKCなど）が変化したものであり，母
音調和体系から外れる．その音価は検討の余地があるが，日本語のエ=G~'?のように感じて
いる，③+も環境的にその後に広母音=C?などがくるときは=G~'?の近くまで広くなるように
思われる，ということも述べている． 
 
1.1.1.2. 朝克（2003） 
 以下は朝克（2003:421-422）の「母音音素の基礎構造と特徴」という項をまとめたもので
ある． 
 
C =C? 張唇奥舌広母音音素  =? 張唇中舌半狭あるいは半広母音音素
G =G? 張唇前舌半狭母音音素 K =K? 非円唇前舌狭母音音素
Q =Q? 円唇奥舌半狭母音音素 W =W? 円唇奥舌狭母音音素
2 =2? 円唇中舌半狭母音音素  =? 円唇中舌狭母音音素
 
 以上でソロン語の音韻体系に関する先行研究を概観した．しかしどの研究においても，
それらの音素，音質を設定するに至る客観的根拠が示されていないのが事実であり，それ
ぞれの研究者の感覚的，経験的見地からの記述であると思われる． 
 
1.2. 母音調和に関する音響音声学的な先行研究 
 ソロン語はおろか，ツングース諸語を音響音声学的に研究したものは筆者の管見のおよ
ぶ範囲では見つかっていない．従って，ここではアルタイ諸言語まで幅を広げて，モンゴ
ル語の母音調和を音響音声学的に研究している城生（2005），および母音調和の類型につい
て考察した福盛（2006）について見ていく． 
 
1.2.1. 城生（2005） 
 城生（2005）はその研究目的を「これまで理論先行の形で行われてきたモンゴル語の母
音調和について，実験音声学の観点から母音調和の根底にある音声事象を限りなく客観的
に捉える（城生（2005:27）筆者要約）」とし，モンゴル語の単語をコンサルタントに読み上
げてもらい，音響音声学的解析からモンゴル語の母音調和の特徴について考察を述べてい
る．フォルマント解析によって音響ダイアグラムを作成した結果，モンゴル語の母音調和
が，従来モンゴル語音韻論の分野で論じられてきた水平方向調和（前舌と後舌との対立，
図 1-1）とするにも，垂直方向調和（広母音と狭母音の対立，図 1-2）とするにもどちらに
も不備が残り，それらの要素が複雑に絡み合って成り立っているという結果となった．そ
の末に，「視点を枠外に置き，それぞれの対における白系を起点としてそこから黒系へと線 
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分を延長しその先に交点を求めるとすべてがほぼ 1 点に収束する（城生（2005:83）一部変
更）」という「放射方向調和」（図 1-3）を提唱した．（図 1-1～1-3 は城生（2005:83-84）を基
に筆者が作成） 
  
F1
↓
F2 →
 
F1
↓
F2 →
 
F1
↓
F2 →
＊  
 図 1-1 水平方向調和 図 1-2 垂直方向調和 図 1-3 放射方向調和 
 
1.2.2. 福盛（2006） 
1.2.2.1. 母音間の方向性 
 福盛（2006）は前舌母音群と後舌母音群が調和するトル
コ語のような母音調和を「対角線方向調和」として提唱し
た．図 2 が「対角線方向調和」の例である．（図 2 は福盛（2006）
を基に筆者が作成）     図 2 対角線方向調和  
 
1.2.2.2. 母音間の距離 
 これまでの母音調和を有する言語の分析において特に母音調音時の調音音声学的特徴，
および組となる母音の配置に対する母音間の方向性については注意が払われてきたが，福
盛（2006）では，音響ダイアグラムにおける母音間の距離という，上記の物とはまた異な
る考察も述べている．たとえば，トルコ語の母音間の相対的な距離はモンゴル語のそれよ
り長い．そういった音響音声学的な母音の配置に対する呼称として福盛（2006）は「近距
離調和」と「遠距離調和」という音響音声学的類型を提唱した．表 2 は福盛（2006）がこ
れらの特徴をふまえてまとめたトルコ語，モンゴル語，アカン語の音響音声学的類型の分
類思案である．なお「母音の距離」に関して，相対的に遠距離調和となるものが＋，近距
離調和となるものが－，該当する組がないものは 0 として示してある． 
 
表 2 福盛（2006）の母音調和の音響音声学的類型による分類思案 
母音間の距離 
類型言語 
母音間の 
方向性 C³G 間 C³G 以外の 
非円唇母音 
円唇母音 
トルコ語 対角線方向調和 ＋ ＋ ＋ 
モンゴル語 放射方向調和 ＋ 0 － 
アカン語 放射方向調和 0 － － 
 
□
■
△
▲
●○
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2. 問題点 
 以上で概観してきた先行研究から，次章以降で論じる本研究に於いて設定される，ソロ
ン語の母音音質および母音調和に関する問題点とその検証方法を整理すると，以下のよう
になる． 
 
Ⅰ．ソロン語の母音体系に関する音声学的先行研究がほとんど無いことから，音響解析によ 
 ってまず，ソロン語の母音体系および母音音質の実態を客観的根拠に依り正確に捉える． 
Ⅱ．Ⅰによって明らかになった母音体系から，さらにソロン語の母音調和体系がどのような 
 方向性の特徴を持っているのかを考察する．さらに母音間の距離を見ることによって， 
 ソロン語がどのような類型の母音調和を有するのかを検証する．  
 
3. 本研究の目的と方法 
3.1. 目的 
 本研究では今日的レヴェルにおけるデジタル音声処理の技術を用いた音響音声学的手法
によってソロン語の母音音質および母音調和体系の実態に迫ることが目的である．そのた
め，ミニマルペアを用いて，フォルマント周波数の解析結果からそれぞれの母音音質につ
いて捉えていくことにする． 
 
3.2. コンサルタント 
 本研究のコンサルタントのフェースシートは以下のとおりである． 
 
・コンサルタント     ：TUOYA 氏（女性） 
・生誕年         ：1974 年  
・言語形成期を過ごした所 ：中国内蒙古自治区呼倫貝爾盟鄂温克旗 
・両親の出身地      ：中国内蒙古自治区呼倫貝爾盟鄂温克旗 
 
3.3. 分析資料 
 それぞれの母音がどのような母音音質を持っているかを検証するために，各母音を含む
ミニマルペアをコンサルタントに発音してもらうという方法をとった．対象となる語は朝
克（2003:423-424）にそれぞれの音素を含む語として挙げられているものである． 
 
表 3 分析資料2 
C ：JC（前肢） DCN（蜂蜜） VCCT（従父兄弟）
K ：JK（空気） DKN（腹） VKKT（奪う）
G ：JG（おい） DGN（ぺしゃんこ） VGGT（恐ろしい）
 ：J（限り） DN（目出度） VT（防げ）
Q ：JQ（すべて） DQN（秋） VQQT（それで）
W ：JW（ボート） DWN（轅） VWWT（小ガラス）
2 ：J2（鍋墨） D2N（姉妹の子） V22T（謎）
 ：J（利子） DN（もう少し） VT（糸口）
                                                        
2 下線は筆者による．
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表 3 はすべて朝克（2003）を基にした音素表記である．このように各母音を含むミニマ
ルペアを提示している文献は他にはなく，従ってこれらの分析を主軸として扱っていく本
研究は，朝克（2003）の主張に完全に負って進めることになる．  
 
3.4. 実験装置 
 録音機器は東京外国語大学研究講義棟録音編集室内に設置されているAKG社製のマイク
（スタジオコンデンサーマイクロフォン C3000B）と EDIOR 社製 USB インターフェース
（AUDIO Capture UA-5）を用いてパーソナルコンピュータで直接録音した．録音に用いた
ソフトは Audacity ver.1.2.4 で，サンプリングレートは 48kHz，量子化 16bit・monoral で wave
ファイル化して保存した． 
 
3.5. 実験手順 
 録音は 2006 年 12 月に東京外国語大学研究講義棟録音編集室において行った．録音の際，
表 3 で挙げた各語を単語ごとにカード化し，ランダムにシャッフルしたものを提示し 3 回
ずつ発音してもらい録音した．カードには音素表記が書かれておりそれを読み上げてもら
ったわけだが，事前に各語をどのように発音するか確認した上で実験を行った． 
 本研究では 3 回の発音のうち最もなめらかで自然度が高いと筆者が判断したもののみを
解析するという方法をとった． 
 解析に用いたソフトは praat,Ver.4.5.01（WinXP 対応）である．当該母音の各フォルマント
の値は自動算出によって求められるが，最終的な判断はサウンドスペクトログラムを用い
ての筆者の目視に依ったことを付け加えておく． 
 
4. 解析結果 
4.1.フォルマント数値 
 解析の結果，各語から得られたフォルマント測定値を次の表 4 に示す．F1，F2 はそれぞ
れ第 1 フォルマント，第 2 フォルマントであり，単位は Hz である．  
 
表 4 母音のフォルマント測定値 
 単語 F1 F2  単語 F1 F2 
C JC 1100 1634 K JK 243 2931 
 DCN 955 1878  DKN 397 2404 
 VCCT 1073 1741  VKKT 262 2832 
G JG 589 2588  J 446 1347 
 DGN 606 2561  DN 431 1282 
 VGGT 641 2554  VT 434 1300 
Q JQ 838 1251 W JW 408 973 
 DQN 868 1339  DWN 383 998 
 VQQT 816 1304  VWWT 432 1043 
2 J2 537 1012  J 320 769 
 D2N 594 1037  DN 359 884 
 V22T 519 995  VT 292 775 
 
4.2. F1-F2 散布図 
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 表 4の値をグラフソフトSma4winを用いてF1-F2散布図にしたものを以下の図3に示す． 
 
 
C

Q
2
W

K
G
 
   
       図 3 F1-F2 散布図 
 
5. 考察 
5.1. 母音音質 
 図 3 から求めた 8 つの母音の音質を IPA によって表したものを以下に示す． 
 
C =C? 非円唇中舌広母音  =c? 非円唇（やや後寄りの）中舌半狭母音
K =K? 非円唇前舌狭母音 G =G? 非円唇前舌半狭母音
Q =n? 円唇後舌半広母音 W =7? 円唇，やや後舌，やや狭い母音
2 =Q? 円唇後舌半狭母音  =W? 円唇後舌狭母音

 1.1.1.2.で見た朝克（2003）と比べるとその差は顕著である．/c/については，朝克（2003）
の言う所謂中舌中段母音ではなく，後寄りで半狭であった．また特にQと2，Wとの対
については，[±back]という素性においてまったく逆であるという結論となった．これに従
うとすると朝克（2003）の音素表記は実現する音と反対となり誤解を招く可能性がある．
従って以後，筆者のデータに基づく音素表記を以下のように改めることにする． 
 
C =C? 非円唇中舌広母音  =c? 非円唇（やや後寄りの）中舌半狭母音
K =K? 非円唇前舌狭母音 G =G? 非円唇前舌半狭母音
n =n? 円唇後舌半広母音 7 =7? 円唇，やや後舌，やや狭い母音
Q =Q? 円唇後舌半狭母音 W =W? 円唇後舌狭母音
 
 網掛けを施したのが変更点である．これは朝克（2003）のQと2，Wとの表記を逆に
し，さらに実際の発音と同じ形に変更したものである．なおに関しては，cまたはcと
するのは一般的ではないと判断し，のままとした．
10002000
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
F1
(Hz)
F2(Hz)
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5.2. 母音調和の類型 
5.2.1. 母音調和の方向性 
 各母音のフォルマントの加算平均値
から作成したソロン語の音響ダイアグ
ラムは図 4 のようになる．可能性とし
てはソロン語が「左下がりの対角線方
向調和」もしくは「放射方向調和」を
なすという可能性がある．「左下がりの
対角線方向調和」については，福盛
（2006）も言及しているが，「内蒙古に
おけるモンゴル語オラダ方 言の円唇
後舌母音群などにおいてみられるパタン    図 4 ソロン語の音響ダイアグラム     
（福盛（2006:112））」としているのみで，母音調和全体としての調和のタイプとしては扱っ
ていない．また対角線方向調和とするには平行性に欠ける． 
 以上に加えて，図 4 からは，おおよそではあるが各母音の対を結ぶ線が欄外左下，前舌
方面に向かって収束している様子が目視的に確認できる．放射方向調和であるモンゴル語
やアカン語では，前舌母音同士の対，または前舌母音と対となる母音があり，それらと後
舌母音の対との関係によって，中舌母音の真下付近に交点を求めることができた．しかし
ソロン語は前舌母音が関与する対を持たないとされており，母音調和を構成するのは後舌
円唇母音群，そしてCと中舌母音のように振舞うの対であるので，その交点は前方へと向か
うことになる．従ってモンゴル語，アカン語とはその交点の位置が若干異なるものの，音
響音声学的には，枠外にそれらの交点を求めるという放射方向調和が適当ではないかと思
われる．  
 放射方向調和を裏付けるとまではいかないかもしれないが，注目したいのは 5.1.で示した
Kの 3 語のフォルマント数値のうち，
DKNのみが他の二つに比べ F1 の値が高
く F2 の値が低い，ということである．
これはGのそれとも似つかないもので
あり，いわば=K?と=G?の中間的な値を取
り，音響音声学的にその音質は=+?であ
ると判断できる．表 1 および 1.1.1.1.で
見た Kazama（2003）は他者の分類とは
異なり音素+を認めている．現在DKN
というソロン語の単語が報告されてい
るのは，筆者の管見の及ぶ範囲では朝
克(2003)のみであるが，もし仮に+とい 図 5 +が音素として認められる場合の音響ダイアグラム 
う音素が認められ，D+Nであるとされるとすると，K³+が加わることによって「左さがり」
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のみであった状況が解消され，図 5 のような完全な放射方向調和が成り立つことになる． 
 しかしながら=+?は特定の環境で現れる可能性もあり，KまたはGが広い幅を持っていると
言う解釈も出来る．また音素が成り立つかどうかといった議論は音韻論の分野の問題であ
るので，ここではそういった可能性を指摘するにとどめる． 
 
5.2.2. 母音間の距離 
 図 4 を見ると，母音調和で対応する各母音間の距離はC³間では遠距離で，Q³n間，W³7
間では近距離であることが目視的にわかる．これらを表 2 の福盛（2006）の分類思案に当
てはめてみると，どの類型とも完全には一致しないが，表 5 のようにモンゴル語と非常に
似たものとなった3．これはソロン語が歴史的にモンゴル語と交流があったことが関係して
いるとも考えられる． 

表 5 ソロン語を福盛（2006）の分類思案に当てはめたもの 
母音間の 母音間の距離 
言語 
方向性 C³G 間 C³ 間 左記以外の 非円唇母音 円唇母音 
モンゴル語 放射方向調和 ＋ 0 0 － 
ソロン語 放射方向調和 0 ＋ 0 － 

6. おわりに 
 本研究の最大の問題点は被験者が 1 名であったことである．ソロン語の記述には未だ不
安な部分が多く，そのような状況の場合は，研究結果としても当然 2 人以上の被験者から
導かれた結論の方がより説得力があるのは明らかである．被験者の数を増やすことによっ
て，データの正確性を補完していくのが今後の課題である． 
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